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［１］取扱い及び保管上の注意
  ・ 目や皮膚などに触れないように適切な保護具（保護手袋、防塵マスク、保護メガネ等）を着用して
　 取り扱って下さい。また、取扱い後は顔、手、口など水で洗浄して下さい。
  ・ 製品は屋内の湿気の少ない場所に、床面から離して保管して下さい。
［２］応急処置
  ・ 目に入った場合：直ちに清浄な水で最低 15分間洗眼し、速やかに専門医の治療を受けて下さい。
  ・ 皮膚に付着した場合：速やかに水または温水で十分に洗い流して下さい。肌荒れがひどい場合は、
　 必要に応じて医師の診断を受けて下さい。
  ・ 吸引した場合：速やかに新鮮な空気の場所に移動し、水または温水でうがいをし必要に応じて医師の
　 診断を受けて下さい。
  ・ 飲み込んだ場合：水でよく口の中を洗うなどして、直ちに医師の診断を受けて下さい。
　 〔まずは、飲み込まないように注意して下さい。〕
［３］濾出時の注意
  ・ 飛散した粉末は掃除機で吸い取って回収するか、ホウキやスコップで集め空袋などに回収して下さい。
［４］廃棄上の注意
  ・ 廃棄する製品や練混ぜ材などは硬化させてから、産業廃棄物として適切な処置をして下さい。また、
　 洗浄水などの排出は水質汚濁防止法などに注意して下さい。
［５］輸送上の注意
  ・ 破袋、荷崩れ、落下などの防止を確実に行って下さい。また、降雨時の湿気や水漏れに注意して下さい。
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本品は厳重な品質管理のもとに製造して
いる既調合品です。指定材料以外の材料
を練混ぜないで下さい。なお、練混ぜには上
水道水を使用して下さい。
打ち継ぎは15分以内に行なって下さい。
強風や直射日光などによる乾燥を防止する
ために、シート養生などの適切な措置をして
下さい。
本品の施工は、気温が５℃～35℃の範囲
内で行って下さい。
製品の製造年月日を確認し、製造から３ヶ月
以上経過した製品は使用しないで下さい。
また、開封した製品はできるだけ早く使用し
て下さい。
硬化後にレイタンス、不陸などが発生した
場合はポリッシャー等で除去して下さい。

荷　　姿
適用部位
適用下地
適用仕上げ
標準調合
標準塗厚

標準施工面積
m³当たりの袋数

25kg / 袋
屋内床

コンクリート、モルタル、PC板
長尺シート、Pタイル、カーペット、フローリング

上水道水　６．０～６．３ℓ
５～50mm

約１.５㎡ / 10mm厚
約67袋

※塗り床仕上げの下地調整には使用しないでください。

フ ロ ― 値
 

　
下地接着強度
表面接着強度
長さ変化率

　
耐 衝 撃 性

凝結時間

曲げ強度

圧縮強度

始発
終結
7日
28日
7日
28日

割れおよび
はがれがなし

割れおよび
はがれがないこと

単位
cm
時 - 分
時 - 分
N/mm²
N/mm²
N/mm²
N/mm²
N/mm²
N/mm²
％

－

試験結果
24
2 - 20
2 - 50
3.6
4.3
20
22
2.1
2.0
0.04

規格値
19以上
45分以上
20時間以内

－
－
－

20以上
0.7以上
0.5以上
0.12以下

※白華防止ー梅雨、夏期・冬期時は流し込み後、 湿度・高温・低温等により白華
　の発生の恐れがあるのでシート掛け養生などの適切な防止策をして下さい。

施工終了後、風や直射日光等、急激な乾燥を生じるおそれがあ
る場合はシート養生して下さい。
仕上材施工までの養生期間は夏期３日以上、冬期７日以上を
目安とし、含水率が８％以下になるように硬化後、通気・換気を
行って下さい。また、仕上材施工までの養生期間が１ヶ月以上
になる場合はシート養生などを行って下さい。

レベルに合わせて部屋の隅からコテやトンボで均して下さい。

「フラットレベラー」1袋（25kg)に対し、6.0～6.3ℓの上水道水を
高速ミキサーやハンドミキサーで攪拌しながら「フラットレベラ
ー」を徐々に投入し約３分以上練混ぜて下さい。

下地のレイタンス、脆弱層、油分、汚れ等をワイヤーブラシやサ
ンダー掛けなどで除去した後、水洗いをするなどして強靭な素
地を出して下さい。
凹凸の著しい箇所は、モルタル等で補修をして下さい。
流出の恐れがある壁との境界部や隙間はモルタル等を用いて
漏れ防止をして下さい。

養　　生

流 し 込 み

練  混  ぜ

吸水調整材
の塗布

下地処理

セメント系セルフレベリング材
屋内床張り物下地調整材

速硬タイプ

金ゴテ押さえ

木ゴテ押さえ

３倍液

６倍液 ４倍液

150 ～ 200

100 ～ 150
※雨打たれ、ドライアウト下地
　など吸水が大きい下地 ６倍液 ４倍液 80 ～ 100

下地の状況 １回目 ２回目 塗布量
( ㎡ / 缶 )

※１回塗布で施工できる金ゴテ押さえ下地は、防水下地程度の面精度を必要
　とします。
※吸い込みが著しく激しい場合、数回塗布して下さい。

●　　　　 床用プライマーの希釈倍率と塗布回数
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